
 

国は、地域包括ケアシステムを本格的に推進しようとしており、介護保険制度をはじ

めとする大規模な制度改革が、今後さらに展開されることが予測されます。 

それらを受けて京都市でも、そのひとつの大きなポイントである、在宅で中重度高齢

者を支える仕組み、そして、そのための介護・医療インフラとシステムの再構築、人材

の適正配置等の検討が喫緊の課題となっています。 

本プロジェクトは、訪問介護（一般、夜間対応型、定期随時）の京都市における実情

や全国の状況等を学ぶことにより、課題と今後のあるべき訪問介護のあり方を研究する

ことなどを目的として、今年度から取り組みを始めました。 

さらに、今年度の報酬改定により、小規模多機能型居宅介護の訪問機能強化が打ち出

され、在宅中重度を支える仕組みを協議する上で、この動きも併せて検討することが必

要と考えています。 

こうしたなかで今回は、関係者の方々にも参加していただき共に考える機会とするた

め、以下のとおり公開講座を開催することといたしました。何かとご多用のことと存じ

ますが、多くの方々にご参加いただきたくご案内申し上げます。 

                                 会長 山田 尋志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

※ご参加いただける方は、別紙の参加申込書に所属などとお名前をご記入のうえ、 

３月２４日（月）までに事務局あてにＦＡＸでご連絡いただきますようお願いいたし 

 

京都地域密着型サービス事業所協議会 

24 時間訪問介護に関するプロジェクト・公開講座 

日 時：平成２７年８月１１日（火） １４時～１６時３０分 

 場 所：京都テルサ東館 ２階第２セミナー室（京都市南区東九条下殿田町７０番地） 

テーマ：「地域包括ケアシステムにおける事業者の役割」 

     ～高齢者の地域での暮しをターミナルまで継続的に支えるしくみを作るために～ 

内 容：基調報告   京都地域密着型サービス事業所協議会 会長 山田 尋志 

講演     日本社会事業大学専門職大学院 教授  井上 由起子 氏 

シンポジウム 「中重度高齢者を在宅で支える仕組みづくりを考える」 

コーディネーター 日本社会事業大学専門職大学院 教授  井上 由起子 氏 

報告者 「定期随時訪問介護看護サービスの成果とやりがい」事例報告（富山市） 

社会福祉法人射水万葉会 天正寺サポートセンター管理者 宮垣 早苗 氏 

    「京都市伏見区での取り組み」 

                      社会福祉法人京都老人福祉協会 理事長 三代 修 氏 

「小規模多機能型居宅介護事業所の取り組み」 

     社会福祉法人京都福祉サービス協会 Welcome 山の家所長 河本 歩美 氏 

参加費：3,000 円 ※会員 1,500 円 

定 員：50 名 

参加申込：別紙にご記入のうえ、8 月 4 日（火）までにＦＡＸでお申込ください。 

 

 

 

 



                                     

 

（別紙） 

ＦＡＸ番号 ０７５－３５４－８７７０ 

 

一般社団法人 

京都地域密着型サービス事業所協議会事務局 あて 

 

「24 時間訪問介護に関するプロジェクト・公開講座」参加申込書 

 

所  属 役職名等 お名前 

   

   

   

   

   

 

ご記入者名（          ） ご連絡先電話番号（              ） 

 

 

           

お問い合わせ先 

  

一般社団法人京都地域密着型サービス事業所協議会事務局 

TEL：075-354-8706 FAX：075-343-6270 担当：堀池、寺田 

一般社団法人京都地域密着型サービス事業所協議会事務局 

TEL：075-354-8706 FAX：075-354-8770  

e-mail：kyoto-tiiki-mittyaku@lime.ocn.ne.jp   担当：堀池、幡 

 

 

公開講座 


